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序 文

浜遺跡は古くから 4本の細形銅剣を出土した遺跡として知られておりました。銅剣の発見は、偶

然の出土によるものでありましたが、今回の発掘調査は大分市の新産業都市としての拡大Iとともな

う背後地の整備が直接の原因でありました。

大分市の東部lと位置する大在から坂ノ市さらに佐賀関にかけての一帯は、 「風土記」の時代には

佐尉郷、佐力日郷などと呼ばれ海部郡の一部をなしていました。との地域が独自の文化圏を形成して

いたことは、銅剣、銅矛などの青銅製品が多数発見されている事実や、亀塚古墳・築山古墳など県

下最大の規模を有する前方後円墳が所在するととなどによって知るととができます。とれらの文化

を築いた人々は、航海術lζ たけ早くから海上活動を主要な生業としていた人々で、古墳時代になる

と大和朝廷のもとで活躍した「アマべ」であろうといわれております。今回の発掘調査は弥生時代

から古墳時代におよぶ埋葬遺跡を明らかにするととができましたが、今後の「アマベ」文化の考古

学的研究にとって少なからず寄与するものと考えております。

最後に調査にあたって終始協力をいただいた新産業都市開発局大在土地区画整理部はじめ関係

者、地元の方々に対して深く謝意を表します。

昭和 5 5 年 3 月

大分県教育委員会教育長

江藤 博
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本書は大分新産業都市大在土地区画整理事業lとともなう江川第 l放水路の建設工事において事

前に実施した埋蔵文化財緊急発掘調査の報告書であ忍。

2 発掘調査は大分県教育委員会が調査主体者となって、昭和50 年 2月12 日から 51 年12 月10 日まで

2次にわたって調査を行った。

3 本書の執筆は調査担当者が下記のとおり、それぞれ分担した。

I 序説...・ H ・.....・ H ・..…...・ H ・..渋谷

E 遺跡の調査

区の調査・H ・H ・.....・ H ・..渋谷

2 2区の調査...・ H ・.....・ H ・..清水・村上

3 祭肥遺物・H ・H ・H ・H ・..……真野

斑 まとめ...・ H ・H ・H ・..…...・ H ・..渋谷・村上・真野

土器観察表

l区出土土器…...・ H ・..……真野

2区出土土器・H ・H ・H ・H ・..…村上

4 出土遺物の実測は坂本・牧尾義則(県文化課)・村上・讃岐和夫(県文化課調査員、現在大分

市教育委員会)・真野が行ない、図面の整図は清水・真野・村上・永松みゆき(県文化課文化財

整理作業室勤務)が担当した。写真については遺構写真は調査担当者がそれぞれ撮影し、遺物は渋

各が担当した。
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I 序 説

1 調査の経過

大分市大在地区では、大分臨海工業地帯の後背地として土地区画整理事業がすすめられている。

その事業計画に対応して県教育委員会では、昭和49 年度にこの地区の遺跡の分布調査を実施し、そ

の結果を関係各機関lと周知するとともに遺跡の取扱いについて協議をしてきた。

昭和50 年度の事業計画については、周知遺跡 4ケ所が工事予定地に含まれており、 6月23 日から

6 日聞にわたって、その地域の試掘調査を実施した。

しかし砂正遺跡という地理的条件から、遺構検出面は深く人力により深く掘り下げるととは危険

で、遺物をわずかに採集したのみで遺構等の確認はできなかった。

翌年 2月18 日、浜遺跡を東西lζ 分断する江川第 1放水路に架設する切戸橋下部構築工事にさいし

立合い調査を行った結果、地表より1. 5- 2 m の深さに遺物の包含j留を確認した." (以上の調査を予

備調査とした)。

2月24 日切戸橋西南側で、江川第 l放水路と並行する道路取りつけ工事によって石棺が発見さ

れ、その後発見されたこ基の石棺等を加えて、 2月26 日-3 月12 日の期間で発掘調査を実施した。

一方、切戸橋下部工事の現場では、土砂搬出のための取りつけ道路より、石棺二基、壷棺、土器

群があらたに発見され、乙の地域の発掘調査を 3月13 日から 3月31 日まで行った。(との調査を第

一次調査一第一区ーとした。)

つづいて、第一次調査区に接する北側で、江川第 1放水路掘削工事の予定地でも調査を行なっ

た。調査は10 月25 日から 12 月10 日まで行われ、集石墓や弥生~古墳時代の土器群数ケ所が検出され

た。また調査期間中、周辺地域の宅地造成工事で発見された遺構についても合わせて調査をした。

(これを第二次調査一第二区ーとした。〉

なお、調査にあたっては大分県新産都開発局、大在土地区画整理事務所をはじめ工事関係者、地

元大分市教育委員会、地元の方々にひとかたならぬ御協力を賜わった。

調査員の構成は次のとおりである。

l調査主体 大分県教育委員会

2調査員

予備調査後藤宗俊真野和夫渋谷忠章牧尾義員Ij (県文化課〉

第一次調査真野和夫 渋谷忠章 坂本嘉弘

讃岐和夫(県文化課調査員、現大分市教育委員会)

橋爪啓史(県文化課調査員、現竹田高等学校)

(調査補助員) 江藤恭丞(国土館大学学生)

第二次調査清水宗昭村上久和(県文化課)



2 遺跡の位置と環境

浜遺跡は大分市大字浜字西lと所在し、別府湾lと面する砂丘遺跡である。昭和38 年、現大分市lと合

併する以前は、北海部郡大在村に属した。

遺跡の西には大野川、東には丹生川が流れ、南側には標高20m 前後の低丘陵が海岸部へ伸び、豊

後水道に突き出す佐賀半島の基部にあたる。

浜遺跡は、中細銅剣 4本の出土地として注目されていた遺跡であり、また東国東郡武蔵町内田遺

跡、同郡国東町重藤遺跡と相似た県下でも数少ない砂正遺跡のひとつである。

中細銅剣については賀川光夫氏によって報告されているが、復原形で最長のものが全長44.5cm 、

最小が41cm となっている。中細銅剣の分布は瀬戸内海沿岸を中心lζ 広範囲に分布を示すが、九州に

は浜遺跡のほかに例がなく、しかも浜遺跡の中細銅剣は近畿地方かその近辺で鋳造された可能性が

強いともいわれている。

古代における海部郡は四郷に分かれ、 「豊後風土記』海部郡の条lζ 丹生郷、佐尉郷、穂門郷がみ

え、 『和名抄』ではこれに佐加郷が加えられている。

このうち穏門郷を除く三郷には多くの古墳が分布しており、県下では宇佐市川部・高森地区、日

岡市周辺地域とともに最も注目される地域である。

佐加郷は佐賀関半島の東端にあたり、猫塚・馬場・築山・中ノ原古墳など 4世紀から 6世紀にい

たる古墳があり、ひとつの有力な地域集団の推移をたどるととができる。

浜遺跡の所在する佐尉郷は、 『和名抄j Iと佐井の字をあてている。範囲について『隻緯豊後風土

記j I乙

案在郡之北。作東恐誤写耳。倭名妙所謂佐井輿此問。今廃為村稽大西小西。又有細村。蓋佐井転

計七。今呼臼保曽村。

とあり、旧大在村と坂ノ市の海岸部一帯の地域が考えられる。

丹生川左岸の丘陵上には、県下で最大の規模を誇る亀塚古墳が位置し、さらにその北西 600 m に

は大蔵古墳が存在する。共lζ 別府湾を一望する景勝の地lζ 営まれた前方後円墳である。

丹生郷は大野川右岸の台地から遠く臼杵市までふくんだ地域とみなれている。この丹生郷の一角

にあたる大野川右岸の野間地区には、前方後円墳 3基を含む10 基の古墳群が所在し、臼杵市には下

山古墳、日探古墳といった前方後円墳が所在している。

このように、旧海部郡下にみられるこれらの古墳の被葬者は、いわゆる海人系の地域集団の首長

とみられている。そして彼らは瀬戸内海の海上交通に重要な役割をなし、また畿内文化と北部九州

の文化の交流にも大きな位置を占めていたものとみられている。

今回の調査にかかる浜遺跡は、これら海人系の集団につらなる人々の遺跡とみられるものでその

意義は大きい。又ここに出土した土器は東九州の土器編年の空白を埋める上で貴重な発見であっ

ナこ。

(1) 賀川光夫「大分県浜遺跡J (r 日農耕文化の生成』日本考古学協会篇昭和36 年)
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E 遺跡の調査

1 1 区の調査

第 1次調査の概要

l 次調査は、江川第 l放水路とそれに並行する道路工事に伴うもので、切戸橋の北側にあたる。

調査区の面積は約 500 rrl でほぼ全域にわたって遺構や造物が検出された。

大在地区の砂丘一帯は、海岸線の後退によりいくつかの波状の微高地が形成されており、今回の

調査区もその一つにあたる。調査区域は海岸線からの比高が 6.5m で、北側にむかつてやや低くな

る。したがって遺構や遺物は南側で地表より約1. 5m 、北側で 1m の深さで検出した。

最初は調査区の西側で、道路工事によって 3 基の石棺と集石遺構が、主軸を北西~東南にむけ

て、ほぼ南北に 5-7m の等間漏で発見された。

一方、江川第 1放水路の工事区で、調査区の中央部から東側にかけては、石棺 2基と壷棺 3基、

集石遺構 l基が検出された。

石棺は、佐賀関半島の先端部附近lζ 産出する緑泥片岩を棺材として用い、床にも丁寧に板石が敷

かれていた o ' 

石棺内からの造物は、 2号石棺で多くの玉類が検出された他は、鉄鉱や玉類が 1- 2点認められ

た程度である。

また 3号石棺は、蓋石より約50cm の高さに人頭大の牒石が楕円形状にとり囲んでおり、墓l或や墓

標としての役割を果していたものと考えられる。

集石遺構は、 l 区の場合は現状からすれば円形や長円形を呈した列石遺構と呼ぶ方がより適切か

と思われる。人頭大からそれよりやや小さめの礁で、石英岩、蛇紋岩を用いている。

第一集石遺構では、口縁部が朝顔状に聞く二重口縁査が、第二集石遺構は整形土器などが検出さ

れており、前者の年代は 4世紀代と考えられる。

査棺は 3基が発見された。 3基とも頭部から口縁部にかけて打ち欠き、 2号は合口、 3号は他の

土器片を用いて葦にしている。 3号室棺より管玉とガラス小玉それぞれ l点が検出されており、こ

れらの壷棺の年代は土器形式から弥生時代終末期と考えられる。

これらの遺構の他に、弥生時代中期から古墳時代前半に至る土器が、単独あるいはある程度のま

とまりをも勺て検出され、大きく 6群lこ分けられる。査形、空形、脚付鉢形、脚付壷形、高杯、器

台、鉢形土器など器種は豊富で、そのほとんどが胴部や底部近くに穿孔がみられ祭紀に関する土器

である。

以上のように、 1次調査区では石橋、集石遺構、壷棺などの遺構と豊富な土器群が検出された。

そして土器の形式から弥生時'代中期から古墳時代にいたる埋葬遺構およびそれに伴う供献土器群と

考えられるが、砂丘遺跡という制約上弥生中期の明確な埋葬遺構は今ひとつ明らかではない。

さらに、調査区の南側にあたる切戸橋の下部構築工事では、若干の土器を発見したにとどまり、
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砂正の海岸側斜面のせまい波状の徴高地を東西方向に利用していたようである。

(1) 石棺

1 号石棺

2号石棺の北側約 2m 附近で最初]!と発見されたが、すでに約 3分の 2を破壊されたあとであっ

た。 2号石棺とほぼ平行してつくられており、蓋石や側壁はそれぞれ 3枚程度の板石で構成されて

いたものと思われる。棺内は幅50cm 、深さ 35cm を測り、床面l乙厚さ 2-3cm の板石を使用してい

る。

副葬品は発見されなかった。

O 2m 
-孟孟孟孟孟孟孟孟孟孟忌

第 3図 l 号石棺実測図

2 号石棺

N-42 0 - W の主軸方向をとる。蓋石は 6枚の板石を用いているが、そのうちの l枚はやや小さ

めの板石で、接合部を覆っている。

棺内は長軸 180cm 、幅45cm 、深さ 45 仰を測り、床面は 3枚の板石が敷かれている。東西の小口は

各 l枚をたて長に用い、その長さは 120cm である。

側壁は、それぞれ 2枚の不整形な板石を用い、床面の高さは側壁の組合せを考慮して構築してい

る。

壁面や棺内の土砂には朱が認められ、副葬品として勾玉、水晶製算盤玉、碧玉製管玉、不明鉄



製品が検出した。

勾玉

2個出土した。材質は 1つが硬玉製、他の lつは不明である。硬玉製の勾玉は頭部と尾部の大き

さに差がなく、全長1.3cm 、幅 0.6cm 、厚さ 0.6 仰を測る。孔は両面から穿孔してい忍が、 0.35cm と

勾玉の大きさの割には大きい。

他の lつは乳白色を呈するが、表面が粉状に剥離して、白く付着するほど風化がすすみ軟質であ

る。全長1. 4cm 、幅0.4cm 、厚さ 0.4cm を測る。

水晶製算盤玉

1個出土した。最大0.8 側、厚さo.7 cm を測る。両端を平らに仕上げたのち一方より穿孔する。水

晶製の算盤玉は県内では初見である。

、

O 2m 
包 = =ニ孟孟=

第 4図 2 号石棺実測図
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碧玉製管玉

管玉は計31 個が出土した。色は濃緑色と淡緑色を呈する。細身のものとやや太めのものがあり、

全面研磨によってよく整形されている。最長のもので 22mm 、最短のもので 9mm である。径は最大が

6.5mm 最小径3.5mm を測る。子Lは両端から穿たれているものが多い。

小玉

285 個と砕片約20 個分を検出した。そのうち 2個が赤味を帯びた石質で、他は全てガラス製であ

る。径は1. 5- 6 mm 、孔径0.5- 4 mm とまちまちで、断面の形状および厚さはばらばらで斉一性がな

い。色は水色、淡緑色、薄い紺青色に大別され、71<.色が圧 倒的に多い。

不明鉄製品

4.3 )< 2. 5cm 、厚さo.15cm の薄い鉄片である。端部の 2ケ所 lこ小さな折り返しを持つが、何lζ 使う

ものか不明である。

s G ⑥ 
e 

@ @ v ~ @ @ @ @ @ 0 ① 

日D m rn 0 ~ D0 ~ D rn 
@ @ @ @ @ @ @ @ @ @ 。

EHEHIM[j E E [11 
@ @ @ @ @ @ @ @ @  

日l lBEt 日日日
O 5 cm 

第 5図 2 号石棺出土玉類実測図

3号石棺

2号石棺の南側 6.2 m の位置で発見され、石棺の周囲を人頭大の瞭がとりかこむ。疎群は東側と

南側にかけて一部を欠損するが、東西2.5m 、南北1. 8m の長円形を呈し、その牒より約30cm の深さ

で石棺の蓋石が露呈した。

石棺は主軸をN-49 0 - W にとり、蓋石は三枚の板石からなる。

- 8 -
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第 6図 3 号石棺実測図



石棺内部の大きさは、長軸 1. 1m 、幅35cm 、深さ 35 仰を測り、東西の小口は各 1枚の板石をたて

長iζ 用いて側壁の内側にはさまれている。側壁はやや厚手の板石それぞれ 1枚からなるが、南側の

側壁は西側で35cm x 45ω 大の板石を小口との聞に置いて空聞をうめている。床はほぼ同大の板石 2

枚を使用して床面とし、碧玉製管玉、鉄鉱が 1点ずつ出土した。

管玉

長さ 6問、径3.5mm 、孔径1. 2棚、孔は片面穿孔である。材質は碧玉製で緑色を呈する。

鉄鎌

万部と茎の先端部を欠くが、有茎の柳葉式に属する。身の長さは復原で 8 c冊となり、身幅1.邸

側、厚さ 0.4cm を測る。断面は凸レンズ状をなす両丸造りである。

茎は先端部を欠くが、幅0.4 側、厚さ 0.3cm で、断面は長方形をなす。茎の表面には桜皮状の樹皮

が巻かれている。

4 号石棺

発見する過程で蓋石や東側

側壁等がかなり破壊された。

他の石棺群とはやや離れた位

置で D-2 区にある。

主軸方位N-58 0 -W で、棺

内部の大きさは長軸185cm 、幅

30-35cm 、深さ 35cm を測る。

小口石は東西各 l枚の石材

をたて長に用い、但IJ 石は北側

で60 x 40cm のほぼ同大の石材

6枚をたて長に用いている。

棺床は 2枚の石材を残す

が、本来は 3枚を用いたもの

である。

頭位については、西側の小

口や棺床、仮~壁等の石材が、

東側より大きめでやや厚手の

ものを使用している乙とか

ら、西側頭位と推測される。

遺物は鉄鉱 l点が出土した。

鉄鎌

先端部近くに最大幅をもっ

- 10 -
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第 7図 出土鉄製品実測図



平根式鉄鉱である。断面形は薄い凸レンズ状をなす。茎は折損している。刃部長4.6cm 、最大幅1. 9

cm 、最大厚 O.2cm を測る。

、
ヒ7

O 2m 
孟五包

第 8図 4 号石棺実測図

5号石棺

4 号と 2 号右棺のほぼ中間D-l 区で検出され、主軸方位N~460-Wである。

蓋石は、厚さ 5- 8 cm の板石 4枚からなり、棺の規模は長軸1.6 m 、短軸40cm 、深さ 40cm を測る。

小口は側壁の内側にはさまれて、それぞれ 1枚をたて長に用いている。側壁は各 2枚からなり、

南側の接合部は25 x 40cm 大の板石で補強している。

床は 4枚の板石が整然と敷かれていたが、遺物は発見されなかった。
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第 9図 5 号石棺実測図

2 その他の遺構

(1) 第 1集石遺構

2号石棺と 3号石棺のほぼ中央部で検出された。集石は石英岩の礁に若干緑泥片岩が混り長軸 2

m 短軸 1m の規模で楕円形lζ 近いが、西側で途切れる。集石内の空間は 1 m X 60cm を測り、礁の途

切れた西側で二重口縁壷形土器が出土した。この集石遺構については 2号石棺と 3号石棺のほぼ中

間であり、石棺の配置は相互に意識したものとみられることから、 l号・ 2号・ 3号石棺などの埋

葬主体の一環をなす遺構である可能性が強い。

(2) 第 2 集石遺構

5号石棺の東北側 2m で検出された遺構で、列石遺構と呼ぶ方が適切かもしれない。列石は一見

長軸 2 m. 幅70 仰の長方形を呈しているが、南側で径50cm ほどの空間をもっ円形を呈し、それに接

- 12 ー



して北側に向って徐々に幅広になる二条の列石が連なる。そして円形部より鉄鎖 i点を検出し、さ

らにその西側で供献用と思われる菱形土器が出土した。列石の状況および遺物の出土状態からみ

て、円形部に土墳墓を設け、それに連なる列石は一種の墓前の区画を示すものと考えられる。

鉄鎌

身部長10.3cm の平根式鋲で、矢先部にややふくらみをもっ、断面は薄い凸レンズ状を呈する。最

大幅 2c冊、最大厚0.25 仰を測る。

(3) 1号蜜棺

5号石棺と第 2集石遺構の中閣のやや北側寄りで検出された。壷は横置された状態にあり、その

上半部は重機によって損壊をうけた。口縁部を打ち欠いた表形土器で器高は53cm を測る。また胴部

のやや上位には穿孔がみられ、単独の出土からも壷棺と考えるべきであろう。

(4) 2 号壷棺

壷形土器と鉢形土器の組合せで、口縁部を打ち欠いた壷形土器を口縁部が大きく外反する鉢形土

器が覆う。傾斜角は31 度である。壷内からの遺物は検出されなかった。

(5) 3 号壷棺

大形の壷棺で、ほぼ水平に横置されていた。 2号壷棺の東側 1m にあり、口縁部を打ち欠いて蓋

には他の土器の破片を用いている。胴部に刻目を施す突帯をもち、底部は丸底の傾向を示す壷で、

内部より管玉と小玉がそれぞれ I点検出された。

管玉

碧玉製の管玉で、濃緑

色を呈する。長さ 1.lcm 、

径 3.8 酬を測る。孔は両

端から穿たれている。

小玉

ガラス製の小玉で、透

明度のよくない育緑色を

呈する。径 6棚で、厚さ

2mm を測る。

(6) 土器群

土器は出土状態から 6

群lと大別される。

第 1群は 3号石棺の南

側で礁に混って検出され

た。調査区の南西端であ

ったために、拡張が不可

能で全体的な広がりは不

大

。 6 ゑ
時 一哩主σ G 匂

ρ説 、
ζコ d ア

O 2m 

第10 図第 l集石遺構

- 13 -



。

軍ぬ

Q 

b 
のs 
;j) 1 

(jjEJ:) QσJ 

G 
Q 

。号 E

d 、、

O 

の

b 

@ 

日

U udo 
の3。44

d 4 ?  。虻

G 

の

第

4
土

器

群

金39

ら
も
私
学

C 

~ヲー一一一

で子切手三手守
Q 

石Eテp 4込心
2m 

5号石棺周辺の土器群第11 図

l群の北側では、丹の入明であったが、二重口縁壷形土器、高杯、鼓形器台等が出土した。また、

った鉢lζ 口縁部の聞く鉢形土器を蓋とした土器が単独で検出された。乙れらの土器は、位置からし

て 3号石棺lと伴う可能性が強い。

2群は弥生中期の土器を主体としたもので、壷形土器や脚付鉢形土器等が出土している。

3群、 4群からは多数の土器が出土した。 3群では砲弾形の二重口縁を呈する壷形土器や脚付壷

形土器、小形器台等があり、壷形土器は嗣部lζ 穿孔がみられる。

4群は短く直口する口縁を呈し、胴部に二条の突帯をもっ脚付査や語形、鉢形、小形童形土器等

多種類の土器がみられる。

5群は調査区のほぼ中央部にあたり、南側で鉢形土器や壷形土器がセットとして出土した。

s群は脚付鉢形土器や平底をなす査形土器など弥生中期lζ 属する土器が多く出土している。

3群、7 群は工事中lζ 出土したものを採集した土器で、二重口縁壷形土器、高杯などが出土し、

- 14 -

4群とほぼ同時期と考えられる。
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なお、第 6土器群の南側で鉄剣が単独で検出されたが、土壌等は確認できなかった。

鉄剣

鋳化が著しく、鋒先を欠損する。全長 33.8 cm 、刃部長 29 側、茎部長 4.8cm を測る。幅は関部で

~3. 2 cm 、茎部付根幅 2.1 cm を狽.IJ り、関部端は明瞭に茎部と区別されている。錆は認められない。茎

部断面は長方形を呈し、目釘穴は不明である。
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第13 図 2号・ 3号壷棺出土状

態実測図

番号 |出土位置 | 形 態 手 法 |胎土・色調|図版

|同長一胴が残+中位る、lにζ頚焼部成後は刻の穿目突孔帯あがり奇鈎剥8羽j落
車舗といケ自問 |中一 (l号壷 へラ研磨 褐、堅級

胴部ややふく装ら飾み底的部はほぼ丸 I方内外向面のともハケ目底、外部面付縦 I砂褐色粒を含む、黄 I
2 号壷棺 底、胸部肩に ハケ目( 3 へラ研状磨、 近 、堅綴

とセット はヘラナデ

ノノ lセ口縁ッがト大)き開く鉢形土器( 2と|内外面といケ目
|礎 ?室長黄 I 3 

4 D-l 
d底胴刻旧幡部ヨ認がふく ら角む円が大突形残帯形のる貼壷で、 頭所部ほ

内外や兵面粗のとも痕ハ内面ケ目半、内面は 砂粒色を含む、黄
3号壷棺 のない三 4ケに ゃ い、 上にへラ 褐 、堅級

状および 付がある 工 ナデ
やや平底

1/ IJ の口縁図間楕引部た土新 I縦内方外面向といケ磨日面は I砂褐色向日 I
の復原、長円形胴 のへラ研 、堅綴
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土器説明

出土位置 D-02 第 1
集石遺構

形態二重口縁壷形土器

(24)と酷似する、口縁部立

40cmn 上りと頚部との接合部が

鍔状lζ 張り出す。胴部は

球形lζ 近い

手法 口縁部外面ハケ痕

内外面ナデ、胴部外面は

ハケ調整ののち部分的に

ナデ、内面はへラナデ、

肩部内側指圧痕

胎土色調 砂粒を含む、

6 黄褐色、堅

出土位置 2号石棺付近

形態大形 2重口縁蚤形

土器、頚部はやや上に開

き気味、属球形胴部

手法 内外面ともハケ目

胎土色調砂粒多混、黄

褐色、堅

図阪 13 

第15 図 1区出土土器実測図(1) (¥4) 
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第16 図 l区出土土器実測図(2) (弘)
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番号 |出土位置 l 形 肯E 手 法 |胎 土・色調|図版

8 3号石土棺周辺 I口縁形土部でやや内と湾する小)形 外る面細ハケ目残条る、 へラ先端によ I砂l黄E丹茶粒色塗若干、り堅含む外、 I 13 第 l 器群 鉢 器 ( 9 セット いヨコ 痕、内面ナデ

11 l口轄の吋吐ド [訴は口霊童のみ ?糟り |鵠君主む、
13 

壁 くつくは丁 ナデ 、休部面はへラ

10 〆r
球器形、胴口唇部端を上も面っ小に小形璽突形出土部 半胸痕以部、下は外ナ内は市函デハはヘラ閉l底りしたのち上 砂黄褐粒色若干、堅含む、

仕上部げ 部付近指圧
は肩までヨコナデ、
ケ目

11 
11 薄部手で直線高的に開く大形杯

本ラ不研古都磨内函、外方外は広面向底隔は細(広そ 3幅いの~逆ヘ条4ラm波研〉状の磨ヘの
堅胎土精良、茶色 13 

をもっ界、口径24.5cm
あとヨコの 研
磨、杯部 は

12 〆〆
三長吉手球形状縁の底部と外反す部本る

磨状内部口面縁の、研墳外磨は部面ののヨコナデの細あと外反状する
砂茶色粒若、干堅含む、 13 

い口部によって杯が み粗雑な い条縁痕部 研
成塞される、杯も底部は 来 はハケ部目、口 条・杯痕

があったの くびれのみヨコ

13 〆〆 鼓形器台、口径19.6c 問、高 内側上の半ち部は中途を半わ、ず雑部かに削 色胎土、精や良や、堅黄茶 13 
さ10cm った ヨコナデし なヨコ

方削向り研磨まを施外す面、下 はへラ
の ま、 はノ、ケ目調整

研の磨あとヨコナデし部分的にヨコ

11 |口径山の半開形 |内外面とも横方向一研磨
|臨号 :皇外 l

15 11 

聖台のつ底JくくE鉢体ぴ部ないし義続粘形土
外研面磨ハケ自のあとタテ方向へラ 面砂丹粒塗を含り、む堅、外

填、く 脚台 部は連して
つられ れ部lζ 土を
充して をつくる

16 〆/
二重I闘をも隷する形土器 ¥口帥熔研磨2T ともヨコナデ 砂黄褐粒色を若、干堅含む 13 
ロ縁部はやや し胸、頚部部 胴部は 8ケ自のあと粗り雑
は短か上lくζ直面扇立 、 は なへラ 、内面はへラ削 の
わず端か 球形部となる突、口 あとナ
層部あ部り に分的lζ 出

17 // 

の内口ど傾縁境めす盛にる形三。ーる土角口プ口縁器突縁な部、帯仕端頚をの部上古痕もとげ都っ跡厨をと二胸を曲す重部部とる

内外外ち面面口と粗端もハケ回調整を行う 砂褐色粒、を堅含む、 黄
の 縁付雑近はヨコナデ施、胴
部 は なへラ研磨をす

はシャ

- 19 -
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第17 図 l区出土土器実測図(3) (弘)



番号 |出土位置 i 形 態 手 法 ) 胎土・色調 |図版

I脚成台後付鉢穿孔孔形土あ器り、 胴台部下位方形lと焼透[磨外面はハケ目調整、 あと研 I石合褐色英む大粒黄砂粒を [13
第 2土器群 の 、脚の か、内面はナデ 、褐 ~赤

しは 4 、堅

ノノ

官上粛文後接半、文の弧部、穿平手文孔に半話行を載文配車竹、す市議幸にる子焼刺

外商はハケ白調整ヰデタ口裁縁調テ部竹方整管向を 砂~粒茶を含褐色む、 赤
による施文ののち 褐、堅

胴 管先内による ヘラ研磨、内面は

突成鋸 あ配り 、端胴下l亡半よ
研磨するほかはナ

20 
E-1 |l E形崎土臨器最大、部議穿く径胸竹、孔iζ をか管胴部が径げ下ほ?あとぼ比中位しにとる壷 外毘圧函仮痕ハケ目、 底部周辺部K 指? 石色多英混、大堅黄粒褐砂~粒赤褐を I 第 2土器群縮 lと て胴部大下 、内面ナデ、肩 lζ 旨

半~を後底半楢の て縮平減率行が きい よる文、
文成 半るに 2 - 3の弧焼

21 E-Ol 

都詩め議ぐ草らの壁肩日口雲雪方唇部間量端のに加主み部は官弘注平に行ぎは長前木文口をが潟口E設押あ 1 叡はタテ方脇呈すハケE詞

砂黄褐粒色を若、堅干含む
第 l土器群 のちへラ 、内は

IL: 線 ヘラナデ状を
ゃに
てし
けている、
捺を行う、
る

22 ノγ 符警官i、 ロ隷 堅官 llij鋼f部J伺 整 の 叩 テよる 、 ヘラ方研フー磨向、内面は口頭
iζ 平 す ヨコのへラ研磨、

はナ

- 21 -
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番号 |出 土 位置 | 形 肯E 手 法 1 胎土・色調 |図版

小形皿iと形円錐土台器形の脚丁台台がつく小

舗霊長は皿持f長の半焼?臨 ま史富量警白高書宇ケ

胎と土lζ 砂含粒まをほ 13 
第 3土器群 器台 脚 lとやや4歪口3、み 近は り んど ない

があるがっくりは寧、脚中 ナデ の い 黄褐色、堅
位l乙円孔 4 状の 皿 は

雑台ナデに内条面の痕あはナデ 磨~ 粗脚

24 1/ 

二重ロ縁や側され童や状には形開波にやる土状突口やく器、縁厚文出、外がのす手頭反上接、るす下合、部っ潔怒は石2く上単位口形り縁位にがには

外商は口頚部内はナデ 胴胴部部 細褐砂~粒黄褐多色混、、 堅赤 13 
はハケ目、 面すは口縁 ハ

ケ上肩は下幅部目疫広をのζ ナデ 部のへラナテ? の2丁部め仲向j側剛い寧つはぐて外胴ICでらζ 部あ忍。 耐と酷似する にへラの止め痕(中あ位り)
内側IC 指圧痕

25 D-01 
壷J形縁ぐj刊土部ら認上口面縁部二端種面鋤先貼上状付下をなす 内外商ヨゴナデ第 3土器群 口のにの文を 褐、堅
め し京、IJ 口唇 lζ 2連
の 文突がある

26 E-01 

l 二重口縁蔽形り土や器上、倒上卵刻角部口穿突頭形の孔白り突の帯の部仕1 胸

外面lま頚ケ部か底ら胸部付にかけ I砂粒を含色む、堅黄
第 3土器群 部径よゃに てはハ目、 部近はへ褐 ~ 赤褐

頚も最部大との境部いに低縁い三 帯を ラによるナデツケ、内面縁お
つ頚と口立ち 高 よび口縁部は状ナデ、口 外

さの比はほぼ 1半口:縁部l端、に の 面単位lと施した波 文は上下 3
屈げ曲端鈍部および 上

はい、胴下

27 第 3土器群
長顕現r胴状を帥抽形中め去土央付るぐ文署円ら・号、筒頭各し扇形、部4球の汀をと形境官施口邸胴頭いすζ 削ζ上 外・函胴ヘラ研磨、 内面は顎と部 I 紅混砂丹粒塗・輝石多

14 
部IC 部をも 部ともハケ自のあナ 、 り、堅

小突つ棒帯 に刻形目デ

28 E-01 長頚だ壷形に土直器の口広頚部が、 上部胴lと 内外ラ面磨ハケ痕、外面はのち 細砂黄粒多色湿、丹
第 3土器群 しい 線低的lと る 部 へ きか 痕、褐、堅

との境いには い三角貼突付帯がめ
ぐり 2個単位の円形 が 4つ
配される

|小中ぐ肺位るよ肘りや向や下に平行平協底線胸が部め
磨外商、はハケ目のあとへラ研 I砂赤茶粒色を含む、日産 I

内面ナデ 、堅



7
F
H
M 

30 ノ
~2 

¥十|

36 

¥ ， 
39 

34 

37 

30 叩

Z号、、
守，

第19 図 l区出土土器実測図(5) (14) 

- 24 -



番号 | 出土位置 | 形 態 手 法 |胎土・色調 l図版

30 I 第3D1 -と5土同0 位器1 置群 |培く 法ゐ ?離脱 |臨 ナ デ時 都|盟す黄 1
13

1/ |整形土器問~底部、丸底 |外内面面ハナケデ目、底部付近ナデ I砂褐色粒、を堅含む、 黄 I

32 D-01 下低形城透い脚タしイプの童け話形た土も器の下部部lζ
縁外とも蔚下のも紛下ハ城ケの突目タF、イWゆ内プ面形の態まナ軍デ特・有、刻みの口 細褐色砂粒(一含部む黒、色赤) 第 5土器群 台をつ の脚の方

は4 堅

33 D-1 
! 四土器一 痕内外多面ともナデ、 内面指圧 I砂色褐色粒)堅を(含一部む黄、 黒褐

14 
第 5土器群括
37 までー

〆/

|研 内 磨 外 向 山 時 ラ I細黄堅附褐色、丹含痕む、、

ノ/ l鉢形土器 口端部斜め仕上 lzF 室混、門 14 

36 11 

長部胴の二重口縁牽部胸形部や土下や位器開、 口頭味 腕部は内外外函と国商はもと粗もハケ目調 砂褐色粒、を堅含む、 黄 14 
短かく、口縁 き 整の外の、面ち内 は 雑なへラl乙立ち上がる、 l乙気穿孔 研磨内 ナデ、口頭部

は ナデ

ノ/
位査形土器、 胴底の部部貼最近付大文く径穿5がやや下部 外内面面はハケ目、痕内多面はナデ

IC に2個あ単る位、 孔ケ所、肩
肩部指圧

11 
|小形鉢形土器 I縁内外ヨ面コナとデ間、っ仕く上り丁げ寧ロ I面砂丹粒塗を合り、同堅 I 14 I 

39 /ノ
二重口重底君部主tζ ま焼害成、後総の芸評形里部 I口下語都民1m自K 外函ともナデ缶滑 詰器草を含為茶 14 I と外徴傾 形孔 IC 胴半は ノ、ヶ目痕あ、内 、や
特 、 は 削り痕と平 面あれる

デナ

40 D-01 器 ||小鶴くり言、小王室脚皿に大きく閥 川細付部・脚内近い面ヘハとナデ、 脚台外部、而脚内外
色胎土、精堅良、 赤茶 14 

第 4土 群括 い がつ 定ぷ口入感がよい、 面 ケ自のち磨、 は
44 までー つ が丁寧 部円孔 4 皿 もへラ研 柱

部 ラ削り痕

41 〆/

鶴りが吉丁君寧子E鰹Z主EFZT l| 鋸詰h議!溜開許諾国 ZlJ ハ2都ケ目 l| EE 良、 赤茶

14 

42 11 

鉢丸味形く土お器さ、め口る縁、底や部や若内湾干尖し先り端気 外ラ面研ハケ内自のちタテ方指圧向へ
細側外り函面、口協縁全粒責多付体褐浪、 内

14 
磨、 面ナデ、 痕 近か塗ら

色に丹、堅

43 "〆 円台付短プ蜘な …り徴る姿あ I外面ター磨方向
シヤー っく に特がる いヘラ研、内面ナデ
脚台端反り上る、円孔 4

44 〆/

幾?古探、[1:I量の Zい長男査領土部内詰聞細いハケ目二~五下 色砂粒、堅多混、 赤褐 14 
き いた口部もつ や いハケ目、中痕

ナデ、 ハケ指目
部はナデ、底部圧
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番号 | 出土位 置 | 形 態 手 法 |胎土・色調 |図版

45 D-1 

立ち上りの柱高い大形主巾苛位i; 却kさ乙を有す | 杯認条品合内と底放痕と射部iの合痕がはえ組研僚外状状削ク磨国モに合ヘり付巣雪1、ヘラま状歩近研健5ラヨ行研Z磨に部に部コハケ 色胎上精良、 赤娼

第 6土器群 る高たら所み胸、脚部あ部は ややふ 目あ 磨方早、向 、堅く のる円錐 よく開立ち
い裾がつき があるヘラ に
円孔 3、口径24cm 、 15.2 cm 細とい 部

臨 調i
いハケ目あとナデ

|薄利つく問 I内外中面心ともへラ研状磨行、内面 I色胎土、精良、赤褐 I
はから放射にう 堅

47 D-1 
器下位産付埜君孔主、器、蜘台と?透総し I告書外面ともナデ、制底 I離を計、黄

15 
第 6土器群 l乙ニ 脚帯をつ方ける 圧痕

に穿 台l乙形 4 

脚も台っ付大をにく方鉢形、め形接形のぐ土合鉢透ら器に部Fし安、位定鋤先感決あロる縁脚を 内外商と状が状もコ方ハの多突ケ目調外研整、っ面磨の鉢く上、ち内り
砂を粒含む・大、茶粒砂褐色粒

がつ 鉢、に二下口位径段に三喜

ヘラナデ 仕上げ
面半は凹凸 い、鉢 堅

lと穿孔 部はヨ 向出へラ
脚突帯台 4， D 1I 30.9c 市 がロ縁雑鋤先 部の

49 D-l 

脚欝iま不合付山f 羅方、形4;透;7 阜とし霊悶、 RiE と…醐のち |嬬塑、 15 第 6土器群 がい大、角 の口 へラナデ状の仕上げ
を つ つく ナデ
部明の三 穿孔
脚台の は 6

50 11 

脚部形台付胸を鉢裾と形形Kる土向γ透1器援っしにつのく々大三にゴ角広形脚突が帯合る
外面ハケ目調整

大黄粒f易色砂粒、多や混や堅、 15 

2態条、方形 合ては徐部5 

童形土器L擦F唱を吋顎位iまとい目調整謡状iと|| 雑音7童む、にとる や げ底と は丁底寧部なヨコ方
る木。胴部 lと穿孔、 口縁端面 ラ 、 指圧渡削、り
tc 口押 中、ハケ目が

つくあと研磨か

第 6土器群
円中形伎土に器と澗る部 胴部最大径間 I面外面ナデタテ方向叩磨、内 I砂黄問褐色問、堅、 I 

〆/ 12E: 、高島務の…112t 糊[
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番号 |出土位置 | 形 態 手 法 l胎土・色調|図版

54 D - Ol 高立杯ち、 外り反す脚るやや長自パの杯状部 勾研脚内て都磨外側内材舛函内とも各方向ヘラ 丹細脚砂塗内側粒をを含黄除むいて、
15 

第 7土器群 上と端までラツ に 底lとはハケ
開く蜘をもっ、脚lと円子L4 、口 面はタテ方向へラ研痕磨、 り、 褐色
径23.8ω ナデ 堅

55 1/ 53 とほぼ同形・やや大縁形部立の高ち杯上 杯外面部内外面と残もヘラ研脚磨内
砂塗内粒側り、をを黄含除褐むい色、て丹脚、、口径 28.5 側部、杯円口 はハケ痕る、 面

りが長い、脚 子L4 はしぼり痕がみられる
堅

56 1/ 

小7段c1形をn、高つ杯内く湾、口径11.8 外cm 面、高厚中位手さ6. 外痕面状杯へ部 脚磨倶IJ 部と部も細内い条 砂赤粒褐色を若、干堅含む 15 
する杯部短 l乙 ラ、杯は

る、脚はかく ナデ、脚研内 はクモの面巣状
のハケ目

57 λソ

|隅 詳口縁酔ゃー2r ザ吋ヘ |伊良輔 |っくりが丁寧 ラ め痕がところころ 、堅
lとみられる

58 〆./
小仕形鉢上形げ土わ器・口縁外端反部を斜め 内外面ともナデ?か

i 山面色丹、塗堅り混、茶外褐に ずかに

59 1/ 

脚台付ノ肩てをマ士鰻状認2号条頚正Kに広上童がめ、下がとぐ扇脚迭す建て安、台の形小定つのが胴部に 旧都ハケ目の方肉あとタテ方デ向
面細褐丹色砂塗粒、堅含り、む、暗外茶

15 
ラッ る っききのヘ外ラ磨面き、 面向へラナ
わめ れ 感があ脚内台側 タテ ヘラ研磨
る突、 2 円文の ヨコ方向ナデ
刺 ら、くりが l
丁寧

60 ノノ
話富士器、外開きの目録制直ロ縁外向嗣盟へ別ナデ研状磨、内盟下函位タヘラ

臨 む 「
で長い。 ナデ 部 は がタ

テ方方 ラ 、内 は夕
テ 研削磨り テ方
向へラ

61 〆/

| 芳明唱許制 |外面研一ナデ l話題すY[
にみ目突を らす

62 〆〆

霊類ぐ6童ケ部ら所需とし付hののそE接のす円空文下合石?押側、部薄?捺区に 画事突る前平帯EJ単を帯め位E 
研外目面磨、ヨコ方部内面向内の布団い条痕状 面砂丹粒塗を含り、む堅、外 1S 

面は細いハケ
、、胸頚部 はハケ調整の

らし 三手が円文角あ2個
のちナデ

4を貼

二重ロプ縁な垂形土採の口縁げ認、 シ o縁JI.ち上部りは外内商面内外面と方あも I砂賞絹粒ぞ若い干墜含む、63 表採
ヤー っくりで仕上が丁寧ノ、ケ目、頚 はタテ

向へラナデ、 ハケ目
とナデ

口頭部外、面胴はナデ、外面内面は I砂色粒を含む、黄64 D-Ol 

三にの胸ち重直上部口立期ロとり認縁部のし童形土認、 倒立突卵が孔と形大帯ち口腕縁をきt部立り

15 
第 7土器群 て長くのびた ハケ痕 部外粗は面雑内 とも 褐 、堅

闘ち がの匙争つ率草く、は花頭後三者塁部 いめ
ノ、ケ自のち はヨコ
はタテ方半部向に なへラ又研
磨、下 はヘラナデ

ぐらす、接胴 部lと

- 29 -
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番号 |出土位 置 | 形 態 手 法 |胎土・色調|図版

65 表採

棒量管い主状にる主、貼よ君付口る雪唇率2引j端個突7管而文を昔と日上号上に内函半僕語κ 

内外面とも研磨
石砂褐英色粒、を・結含堅品む片、岩黄

、並列口面縁する 小竹

1/ 

| 報 一 口署側を !外商ナデ頭fL 半にケ |詰狩つくる、を口唇ぐ に上痕、内側ヨコ ハケ目
小刺突め

ノノ | 都る平土行器文、の胸弧文部、を鞠施す竹管lとよ ! 外内面面ナタデテ方(向内面lζ 剥へ落ラ研多磨し、3 I色砂粒、堅錦、 赤褐

68 1/ 

l車台革盛結4、をζ半脚一晶裁台条竹めとほほ球部る平腕 外国ハケ、指号さ圧内え車底痕痕宮が‘K 残は口古脚綾る里台部、に

砂褐色粒、を堅含む、 茶 15 
に か る口縁 つ タテ方向 は

文く 突肩描部帯く 管lとよ 行 ヘラナデ 接肩
ーを の接ら合す部lとは 合部時内側の押は はニ角 ぐ、方 形
透しは 4 ナデ

69 〆/ |下下城タイプの整問めぐ 晴直部 |外面ケ痕内町
l乙三角突帯を刻 施らし口唇

といっしょにみをす

70 ノノ

口縁器部穿部が大径きく底開、高でく長腕さ胴の塗形 内ラ研外面磨ともハケ目、 あとへ 砂褐色粒、を堅含む、 茶
土底 、口 24cm. il'lI d 37 . 2cm 、部

はやや上げ 部下半
lζ 子しがある

71 ノノ

警帯をのはつ襲すぜせ量得ハケ目印磨、内面持九麗 l46 側、を によ 、指圧痕多し
弧文ぐ 部iと
めら
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番号 l出土位置 | 形 右右 手 法 | 胎土・色調 l図版

72 表採
突鉢貼形帯土付で器の口縁唇す部上、国外面全体虫を I内面へラナデ l砂椙k粒色盛を、品外面白賞塗I飾をる、ぐ口 l乙芋 状
の め ら

ノ/ 剣先制緩函拐、口唇特部がやや霊 内外商ナデ 石赤英色砂粒含む、
る 上 l乙円 付口 褐、堅

れ端め面下ぐlらE上、す下 2連の 刺突、文唇を

74 ノI

|一角む突、 部部 叩接合一 [ 外面 ケ目ら 皿との 部lと小 さい痕
三 帯をつくる

〆/ ||壷り形円土形器・口縁形部、付鋤先状につすく I 外面ハケ痕、内面ナデ
[ 詰臨む黄 [精円貼をめぐら

76 〆/

|一 蹄 抗 一8条糾l乙土盟楕め器ω仙一頚蜘附形貼部鮒し司一最付付近密三角突ぐ帯を 外面 ケ痕 | 砂褐粒色、を竪含む、 黄

う 円 をにめらす

77 /1 

「 重口一となだ一連内続傾 即日 o綾部叩一から頚立へち らかに し、 、堅
口縁 上りは短かく 度が
著しい

〆/ |鉢す出る 口縁部が相内湾 I外面ハケ目 内面ナデ |i 砂褐粒色、を堅含む、 黄 I 15 

79 ノ/ 1鉢fp 口町か j寄させる ラ磨、内面へラナデ 色、 丹
、堅

/1 

|手耕口縁で 欄叩…直め線カが坤宝域段…曲臥し薄 I 内削悶外畑面配研ともいヨ口コ一 I 色 竪
が 的fL長くのびる、 ヘラ磨
極て丁寧

81 〆〆
[叩タイフの高す杯る 口即部広

口縁部中心蜘内ズ唯而部リヘ舛のラらし函細外ナあ側デはいと、 綜内 色砂粒多視、 茶褐 l 若干く上屈、方裾曲に湾曲 脚曲柱 は
底は か へヘラ 、堅

長 で き く しが ナデ、 部 タテ方全
る、 昔部話に小大さい屈段がつく

体向のケ リを 外条面痕

ヘをラ研ヨ磨コ方脚柱向内側はヨコ方状 | 
向削り

ノノ

|「 ず 日 時 は 比 較的 |閣ともケ目町詰昨む赤 l短い、 との接 lζ 刻み目 下はナデ
のある 突帯をめらす

83 /1 

高短杯か形い土立器ちの口縁を形部設貼付、け口縁端lと
内外面ナデ

上り 、その外 塗り、堅
面 l乙波状文、円 を施す

ノノ |事縁蹴器の口縁部 同ナデヨコ方向へラ研磨内面 I色砂粒、堅を含む、茶 I

/ノ I二重日縁童形土器連す続のロ縁4 部原線油 内外面ともナデ

(立苦言書 :pl部波がなだらかに 、 の
状文をめぐら

/1 

|仰 批 |詰臨む茶 |

〆/
|整形縁土端器つく胴部やや長プ吋形 I肌~下中位位同デ面とも I砂褐色時む 茶 I 15 
口 りシヤー ハケ目、 はナ 、堅



2 2 区の調査

第 2 次調査の概要

浜遺跡では昭和50 年度より継続されている大在地区区画整理事業に伴なって、 ζ れまで弥生~古

墳時代のカメ棺、石棺群とそれに共伴する多数の完形の土器が出土した。

第 2次調査は、第 1次調査の北側の江川放水路予定地を主としたもので、昭和51 年10 月25 日から

12 月10 日まで実施した。調査面積は 800d にわたり、主として墓嬢を覆ったとみられる隙群と若干

のカメ棺および土器群を検出した。予備調査第一次調査で発見された組合せ式の箱式石棺は今回

は、原位置では検出されず、わす、かに移動した棺材の一部が見つかったにすぎない。

礁群は調査区中央の南から北東に弧状lζ 分布するもので、砂丘の裾部lζ 貼りつくように配置して

いる。これらの礁は、大在海岸には産しないが、東部の佐賀関半島の北海岸に分布する小頭大の石

英岩、蛇紋岩、結晶片岩の三種であり、いずれも外観が美麗な石である。機群はこれらの疎をとり

混ぜて用い、十数個から数十個を単位とし、径 1m 内外の集石状、あるいは円~長円形の列石状を

なしている。さらに土器は単独のカメ棺とされるものもあるが、そのほとんどはそれらの膿群に接

して出土しており、供献用とみられる配置を示すものである。

以上の状況からして、第 2次調査で検出された疎群は、砂丘のため明確な基墳は検出できなかっ

たが第 l次調査で確認された、弥生時代中~後期の墓域の一部とみられる。その構成は、墓擦を覆

ったとみられる集石群、墓擦を囲ったとみられる列石群に大別できるであろう。そしてあるものは

壷形土器を内部主体とするものがあり、土器が供献されたものとみられる。

また、第 2次調査区内の北側では、原位置をとどめる埋葬遺構が発見されなかったことからみ

て、ほぼ墓域の北の限界を示すものとみられる。

(1) A 区以北

近世以降の墓地あるいは、ミカン畑によって撹乱されており、人骨や土器が若干発見されたが、

土器は流れ込みであり、人骨は、近世以降のものと考えられる。

(2) A-1 区の遺構

第21 土器群は A-1 区と A-2 区を区画するクイより西側に 2m 、南側iと2 仇の位置に、東西約

1m の範囲に散乱した状態の土器群が検出された。器種は、口縁部l乙浮文を配した壷片、 L 字口縁

の聾片などである。土器群は撹乱をうけている。

第11-20 号土器群は A-1 区と A-2 区を区画するクイより北側に l仇と 4m の範囲で、西側lと

約 6m の巾で散乱した状態で検出された。器種は、 L 字口縁の歪脚付広口壷、鋤先日縁の高杯、

章、鉢などである。婆(9 7)は臥饗として使用されたと考えられ、他の土器は、臥警の供献用と考え

られる。
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(3) 8-1 区の遺構

石棺材の破片とみられるもので B-1 区と B-2 区を区画するクイより南側に 4m 、西側に 1仇

の地点に散布する。散乱した棺材の西端より鉄剣が l口出土した。

第22 号土器群はA ー 1区と B-1 区

を区画するクイより、北側lζ3m の地

点に、東西 1m 、南北 0.511 もに散乱し

ている。器種は、鋤先口縁の高亦の杯

部、 「下城式土器」の整形土器口縁部

などであり、土器群は二次的な撹乱を

受けているようである。

(4) C-l 区

この区画はすでに大半が土取りをさ

れており遺構の検出はできなかった。

(5) A-2 区の遺構

第24 図欽剣出土状態

第 8土器群は A-2 区と A-3 区B-2 区とを区間するクイより 1m の地点に、東西 1m 、南北

1 '仇の範囲 lζ 散乱しており 、器種は、高杯、小型丸底査などであり第 7土器群とは隣接している。

第 7土器群は、第 8土器群の北側lとあるが、時期差があり一括資料とは考え難い。器種は頭部lζ

一条と胴部に二条の凸帯をもっ壷が出土した。

第 g土器群は第 7土器群の西側20.3m の位置に東西1. 5m 、南北1. 8m の範囲に土器片が散乱して

いる。器種は、錫j先状口縁の高杯の応部、平底の底部などであった。

第四土器群は第 9土器群の北西側1. 5m の位置する。東西1. 711 も、南北1. 3仇の範囲に土器が散布

する。器種は完形の平底の長頚輩、平底の底部などである。

(6) B ・C-2 区の第 1集石群の遺構

発掘区の南西側で人頭大の磯(石集)群が多く発見された。これらは列石基あるいは集石基の可

能性が十分あるが、砂丘であるために墓墳の検出は不可能であった。

第 1集石は発掘区の南西端lζ 位置し 20 数個の人頭大の磯石によって固まれている。長辺 1. 2m 、巾

0.5m で中央に 7個の礁の集石が見られる。

第 2集石群は、 l号集石群の北隣りに位置し北東一南西に「コ」字状に人頭大のi深石がならぶ。長

軸1. 0m 、r[JO.5m を測る。 2号列石内より浮文のある壷形土器口縁片が検出された。

第 3集石群は、第 2集石の北東1. 0m の所に位置し、西北一東南に人顔大の磯石20 数個が方形にな

らぷ。長軸1. 0m 、i[JO ，6m を測る。東西端に集石が認められる。

第 4集石群は、 第 3集石の北西隣lとあり東一酉に人顔大の磯石30数個が橋円形lとならぶ。長径 1. 5



m 、巾1. 1仇を測る。西端、東端lとそれぞれ10 個前後の集石がみられる。

第 2土器群は、第 4集石の西隣lζ 位置し高杯片、杯片、小形壷形土器などが出土した。時期は弥生

時代中期後半~末 lζ 比定される。

第 5土器群は、第 1 :集石の西但 IjO.7m の所で、発見された。東西に0.6m の範囲で広がった土器群であ

る。器種は小形の査、大形の朝顔状口縁壷、無頚壷、底部丸底の査、下城式要、脚付聾の脚部など

である。レベノレは、丸底査が他の土器lζ 比べて 10cm 程高い。器形も他の土器に比して新しいもので

ある。

以上のほかにも若干の集石が認められたが規模も小さく不明確であった。

第 1集石群は以上のととから 4基以上の列石・集石墓として使用された礁群と、その供献土器と
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(7) 8-2 区第 2集石群の遺構

B-2 区の中央~東北側に第 l集石群よりもやや大きな集石群が発見された。との内lζ は列石墓と

して考えられるものもある。

集石19 は、 15 個の人頭大の牒石を長方形に配している。長軸は、南東一北西で長さ1. Ocm 、短軸長

0.6m を測る。長軸南側石列は若干くずれている。中央lと聾の胴部片が検出された。石のレベノレ

は、ほぼ同じである。中央より外面へラ研磨した壷の旧部片が検出された。

集石13 は、内部主体が安国寺系の丸底壷でその回りに 16 、12 個の人頭大の牒石を「ロ」字状に二重に

廻している。巾は1. 8仇である。壷は胴部より上は欠損しておりそれを若干斜めにおきその下に20

数個の磯石を敷いている。

集石16 は、集石13 の東側 1. 2m の所lと位置し、北東一西南に 30数個の磯石群を長方形にならべる。

長辺は1. 4m 、巾 0.7m を測る。

第 1土器群は、 集石19 の南側約 1. 0仇の所に位置し西 50cm 、南北80cm の土器溜りである。器種は、

朝顔状lζ 聞く大型壷と下城式土器の聾の口縁部であった。

第 3 土器群は、 第 l土器群の約 1m 南lζ 位置し東西0.5 仇、南北1. 0m の範囲に散布する。器種は、

朝顔状口縁をもっ大形壷である。

第 4土器群は、集石13 の北側1. 1m の所に東西 1. 1m 、南北 0.7m を測る。土器群は、必 l と必:2-

4 の二つの群lと分けられると思われる。JVo: 1 は、朝顔状l乙聞く口縁と胴部l乙二条の刻目凸帯を持つ

査、と下城式土器の口縁部である o JVo: 2-4 は、脚部が「ハ」字状に聞く高杯、くの字lζ 聞く口縁

の歪である。JVo: 2-4 は、時期的にも集石13 の供献用と器として使用されたと考えられる。

以上のことから、第 2集石群は、 3基以上の列石・集石墓からなり、第 1 ・3 ・4の供献土器群

を伴うと考えられる。しかしながら第 1 ・3土器群は、第 l集石遺構とも距離は近く、その供献土

器の可能性もある。
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(8) 8-2 区第 3 集石群の遺構

B-2 区の西端に位置し、東一西に20 数個の列石がほぼ方形にならぷ。長軸1. 8m 、巾0.8 仇を測る

内部より、 凶鋤先状口縁の高杯の杯部片が検出された。
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番号| 出土位置 形 肯E 手 法 | 胎土・色調|図版

88 表 採 4 型丸字底状2K量底大部、く丸聞底くで口縁部 I口縁~旧半宮部上は半ヨ外はコ商方全はナデ 色は調精茶良色で焼、胎成土竪 16 
はく き 。 磨き、下 l 体向のナ

デであ向る。内面 にヨ 級
コ方のナデである。

高2胴0f市f6:r ラ形下h土半ッ器ハ口K可縁焼口犬J成}径乙鋤後隠2e先のく4腕状穿側を孔長、果あは高すり測、さ iM 阿南寵内 |間引 16第13 土器群 はていねいなへラ 、 土をは、 砂
付内面はジボリ、 ナ 含み

部は 、や ア『

や短かい。

90 A-1 
盛邸形土i官F「底後口唱咽径回11 伽 高融制刊白叩2紅1 胸部内外内面面共に巾は広のへラ 色土E.同 、調は茶砂黄粒色を、若干胎

16 
第18 土器群

cm 外焼上E 反!げ寸支 部部はゆるやかに「、部く干はj字半
磨き、 下半ナデ。

に 最穿味孔大の後平あは中位底
み堅綴

やに 気の 底り、。 や

91 A-1 |1 造形を測土器形、口態径は12.0 側、高とさ 190| l胴部削上半底はナデ、 大横半方はへ I色調赤若干褐色含、砂 I 16 
第21 土器群 C由 る ほぼ89 同じ ラ磨り部付内面近は 向の粒級を み堅

ヘラ き、 はナデ

92 A 1  |守形FI 噌ま〈ptc 里口縁~半胴る平部は上ナ半デ外。 半内げ面はヨコ 色土み調焼は輝成黄石堅褐色粒級、を胎含第群20-22 土器 、 上半らlζ 面三 の突 ナデ下 はナ
を 3 め ぐ す デによ 滑{土上

93 A-1 

歪形士器緩央気和が条円味;めり主と篠、会断のぐ3味平4面Lら底0字に三す側状な角。で、高さ 35 5 ||l ロ縁怒~胸部他外面上半はヨ
色英調粒メ凸弘.黄の砂褐色粒、を石多

16 
第12 土器群 側、口 口縁かやコナデ。そのはへラ研磨

や立ち上 る。胴部である。内面はナデ く み堅綴
上端条と中 の突部帯を

や上げ底 ある。

94 A-1 
器脚台の一付断面鉢部三形、土鉢角器部あとる部いのは整つ形な土ぎ

内外商共にヨコナデ |守勢;第15 土器群
目lと の突帯脚 をめぐら

英合りよく いす。

第21 土器群
務端に部円形tは下付r方文sのをiめたff れぐ締るら。す。口官縁よ而。日げ号@粧品足立制flE多醐Fくi含み臨焼戒

重信形を土測器、口目口は径縁上25.4cm 、高さ 26.0 口縁部は部内外外ナドー面半デ仕はとはもにヨコ I色調責茶褐栓焼色成を
16 

第22 土器群 cη1 る。 部方りはくの字状に ナデ。胴 上上巾広部げが細 胎干級土含は砂 若堅外反し端 につまみ上 いハケ痕、 のハ む、
ている。品売胴部は張 ず、平底の底げ ケ内面は、
部へと く

97 B-2 

首銭の録笑形長土7字音誌器主を喜主、i胴主Z条部EE、下腎胸:平劇部~釘部K 底三下部角E、i鷺は突に火帯焼 口縁部上端はヘラ研磨;守磨。 下草内端函h || 表ゐ面は全部精丹良塗第 3土(表器土群層) はヨコナデ。胴磨研部 胎土
横方方向のへラ研 堅綴
タテ 向のへラ

iはヨコナデ
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番号 | 出土位置 形 態 手 法 | 胎土・色調 | 図版

98 A-2 

飾 帯孔ああり - 下は5半平底に1二。f次 轡i施著。す 臨韓ヨコナデ

土色み調大堅茶粒調主黄砂色粒、を胎含
16 

第10 土器群 側 、 は く に いハケ
外反 部胴短F両方Eか形 K はハケ白 いヘラ研自
穿孔穿 部り 的 内面はハケ日後ナデを
のり 。

/〆

長頭頭盗形後口ぐ部禄付、めら口径15.0 線三配aは球的角す高底突形、に下外帯部でさ32 2 |lill1 外研整同ラ縁函磨、研部半外ケ胴両調部外ヨコナデ、 頭部 色舗砂黄褐祉tを少胎量

16 

側、ぴ は長部F〈下直話』と 方をへ ハ 整半後外に商維なヘラ 土合は
の 端す文 一 上 ハ ケ 調 み 、 堅級
条め 。 上半 ていねいなへ
lζ 成円 を 半に 下磨外内面面口縁付近はハ
焼底。 穿孔がある。 は平 ケ目、 他はナデである。

〆/

円胴く榔部土は器M な配へい く上J 字げ状開1口縁1同部喜納外面と山 コナは つまみ る。 デ 外面ハケ目、 内面ナ
張ら 。 デーハケ呂あり 焼胎土成やや軟

|恋形土器 99 と同様 [99 とほ吋 叩 州問じ11 

にハケ目あ

11 |腕土器、 99.100 とほぼ 同川00 と同じ
あるが口縁部が長い

〆/ F-一部底部一気1はへーラ研磨が ー i1|-色や調や軟黄褐質色m 胎

11 

|日 あ 叩端部透し…
内外商共にナデ li書留持 |

る、脚 は丸くおさめる。

105 A-2 
壷鋤lζ 形開先土状き器を口縁呈口縁部す部は 干口縁では朝顔状

口縁内面他はハケ、外面はヨ
色 ? ? 空間第 8土器群 若 はあるが コナデ はナデ
軟土粒 み、やや

106 11 

高界ぴ志都る子底、、はは口若若税俸径と干干部5 椅績5c旬気に、段字味ジ高状にがスさ外つ状K14 聞方iくζ 5cmo 
多下部p上は半断5i- 面自脚は、 外商削ヨコナデ l 色調黄砂主褐色、 胎成ず

16 
内 への ヘラりの 土 は 粒 を
の 。脚く に 面はヨコナ後デ雑脚かにむ、焼わ
エンタ l、

接i合l:玄 1、 は堅柱ら部む、裾は「ハj字状 く。 ヘラリ柱 へ
面裾部は、ハケの デ

裾部はナデ。 部
は、シボリ、下 へ
り

〆〆
小形壷形土器縁 底部を内欠湾持損気 口径直 ロ縁上半、 内外他面は外ハ面ケ自の 色調茶砂合黄粧色を、 成胎ず
6.6cm 。口部丸は 味lと あとヨコナデ ハケ 土かはに む、焼わ
口する胴部は味 つ 白、内面ナデ

堅徹

壷味形の平土器底底、部穿、孔底あ部りは上げ底気 内外面ともにナデ | 色土焼調砂成黄粒褐を色み胎、第 7土器群
やや軟合質

査び形口端士器手条突近、頭で部急はに央ゆ外。肩tる反cは二やすナか条るヂに。断の顎面白

内外け商て共に頚デ部仕かげら胴突部l乙 色胎含調土み石淡や英黄や軟砂褐色、109 〆/

か はナ上。帯 質粒を
部にー と胴持部中 付近のみヨコナデ。
三角の帯をつ
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番号 l出土位置 | 形 態 手 法 [胎土・色調|図版

110 
A-1 整縁形つ部土まは器み鋭上口く縁げ「く部て」、字い口径外27.6cm 口 D糊 e tlc ヨコナ l「引第17 土器群 lと 胴反し、端余部 デ、 若し、ハケ目内 土は長石焼 石堅

は る。部は、 面はナデ を含み 級
り張らない。

111 ノノ

砦状成脚のラ後台を孔ッ』J付なの孔q鉢雪すZあFR 上。孔形Iりζ上胴段あ開。恭部りく 脚 甑探部欠言損状、 ~I 口縁部脚車は内ー喜ヨコナデ。 鉢整旧後

色調精良黄褐色成、胎|| 17 
部は より 部 ~ はハケ調 土 で焼は

。口縁 は短鋤lと先焼く ナデ。 はナデ 堅級

は深部半く、 下若干端焼。 脚 は
脚下にも成後く

112 1/ 
脚く部、 4パ片状でK あ閲る。脚考部は、小さ I脚他部外商は細かなハケ目、 ||l 色調茶砂褐若や色軟、干吾質始

ラッ くとえられる。 はナデ 土焼成は粒
はや

む

113 I A-2 
歯を部形土測は法、 先輸焼口オ径部成犬15.0cm 、状高jζ き28.7 口縁部外部は横方向のへラ研後後磨ナタ 室時E色￥聖 I 17 第11 土器群 C刀1 る。 は朝顔す 部開き口 頚 面部外は面、ハケ調整
縁 量~ を量。胴は球 デ胴 ハケ調整 むで、 若数

底形で下半IC 後底の穿孔がある。 テ方向のへラ研磨、痕内有面は
部はいびつな平 ナデ、頚雑部lζ シボリ

底部はなへラ研磨

114 1/ 

脚さ削I鉢船を外方測器、 頭厚訪日経部すを15 師、り高 部胸口新縁部体外部はヨコナデ鉢研磨胴、研後部外脚磨K || l 色調若茶干色合、 砂粒焼 17 23.8cm る。 はしま、 ハケの後へラ を む、

日縁端中部央はは }ζ 肥 すをハ角一吋突る犬条帯、IC 刷部は 面はハケの後ヘラ 成iま堅鰍
張すり に三角突 めぐら 面鉢lまはハケ調整

脚部ぐ 接、短部くラッ 聞く条、 ナデ。 部内面はナデ、脚
脚めとらのす 合 lと三 を一 部内面ヨコナデ | 

115 ノ/
鉢Cしm端形を土測部器、 口径11.0cm 、、平高若底干さで8内.5 ロ縁部部~胴部指削内外面共にナデ 色調、む茶砂。褐粒色を、多胎く

はる丸。口い縁。端底部部はは 傾あ 底付近lと おさえ痕もあり
胴に一部り風なのあ 土合 堅敏

る。 り

116 ||| l B 2 1 |1 l 5童、聞。形土頭踊く2部怒や。iζ2 上頚焼はは若部げ口成し底干ま後区径棒長気のめ11口状いC旬縁球の、部浮形を高Xはですさ籾底をる15.5 ロ縁荒部はヨコナ磨デ部整後内る面、平、上、タ頭半下テは部方半はョ外向 I 色沼黄若干褐色砂焼粒成船土

17 
第 3土器群 cm 顔状け 面はいハケの は
に つ のヘラ霊磨後磨、胸 、 そ合み、 は
る 部lζ ノ、ケのへラ調研部 は堅倣
近い所 味穿の孔平を 。底 ヘラ研、頚 コ
部はや 底 ナデのへラ 胴仕部内

面げは、ナテーによ 滑上
である。 I

〆f
部厚議形はし方土朝顔器状口縁IL 部す開、 口径19.2cm 、頚 I口縁部はヨコナデ内面、頚部外 I色調茶褐好色、 胎 I

き、口縁端部は肥 面タテハケ目。内 ヨコハ 土は良質 で、や
形を呈。 ケ目 や軟

118 "〆
豊透富伊狩伽艇長三角突害を一 I脚部上下部方向雑菌ともに 色時鍬EE E i | ら には長形のヨコナデ、方 は 、 ハ ケ 土 合

しを 6 している。 後内げ面。にたて のへラミガキ 堅
はハケの後に平滑仕上

119 ノノ

壷m 〆視てK後が支12い部り9るJ5 穿、aる平日頭、縁孔口成径胴端底・2部E部で8I 縁ははあOcm部上張あ、方ioりま高扇底なに球部さつち3矢付ま形4田未5 

口縁部はヨコナデ。頚外暗部文外状
色土調は焼黄砂茶粒成色若干、含繊胎

17 
面はナデで数ケ所1同lと

lと拡げ み にへラミガキ、 部 面ラ磨は む、 は堅
上 を 横方{向也 のていねいなへ
なし 近 き、 は全てナデである。
lと焼
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番号 | 出土位置 l器種 形 態 手 法 | 胎土・色調 ! 図版

120 B-2 
下城苦帯憲を幸め喜ぐの目撃皇、議2105 1| 口縁語デヨコナデ、時古里 守粒護を空合色げ第 4土器群 側突、 IC 若す れ の刻は、いハケ目、内 土砂 なの
自 ら。 滑ナ仕上げ み堅綴

121 ノ/

|号 瞬間報む
外面は細後かなハケ、内面は

色土や調やは茶若軟干褐質色礁交、胎りハケの に平滑ナデ

122 11 

有部干部く事部区内は。不形湾短脚明Ka柱ナしe器裾成なな部設部上、が亦を半はら有部外はfi ま、 底部縁と口縁若胸ら 杯磨半胸脚ハ柱部部。ケば亦外外部ヘ目函面部。内ラ面月路は内j、細いヘラ研磨デラ磨研、下
す方。口 部は ハケの後へ

粒合 成は堅綴

裾部成部上前 ハへ空J 字のと状びしになる。いひ。 函p、も艇ヘは、部ラ研ナは細下い

裾部 の円孔中が、 3ケ所穿
たれている。

123 ノノ

童形土大洞2号、 頭外部反~口縁部をり部で二iまは条ゆあしめるるや 頚績向部外面はハケの後外、函、内検は方 I色調黄良茶好色 胎鍛
かに きく し、胴頚守張せ廿T ま のへラ研磨胴磨部部 、 土は 、堅
る。 部刻lとなで、角 。 方部向のへラ研 面は
中ら位すIC 自の三突 ぐ 類は不明、胴ナデであ

る。

fノ

造形古縁顎は書部丸却面内は底面で目し径15 hk部K事はE肥張務厚る 5 ロ縁半デにケ部上、、iはま下半d今ヘはb休Kヨラ細κケコナデ、 方下胴半部向外
色多は調、く石茶含色英む砂堅、胎級粒土を

17 
側、 「くずJ 字か 反す 面 いタテの
し口 にわ ハ ナデ、は
底る。 まり、 胴 上 、は
部 ある。 いナで、あ全る体。 薄ズ手リでていね

125 B-2 

量す「コ子議字底状部iのはd丸刻守底目童突で相講あをる官。条却めぐ益ら

胴部内あ外り面、と帯もに荒辺いハケ 色英胎調土淡は大黄を粒褐合色の石、
主集体石部13 目で 突周はヨコ

ナデ。 砂粒 み堅
綴守
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番号| 出土位置 | 形 肯E 手 法 |胎土・色調 |図版

126 
|脚iii 口径顎口「日制ヨコナデ町商 |官議壁土 |第A-15 土1器群傾 い逆L 内陸ら自すやはハケ調整のの結デ、そは む
や角 る。胴 IC 三の後整へラ研磨、 はハケが は堅

の 凸帯を ぐ 。調後lζ ナデ。

〆〆
|脚付鉢?口り鉢縁張底部ら部なは叩L 5と同損様ロ I口縁部ヨコナデ 胴叩後 I色調砂黄粒茶を色合 焼胎土成 I径胴26.8cmD~15{Hj: 12 、 はナデ、内面はハケの は み

部は余張ら 、。 は堅

128 1/ 

|麟 胴裂の叩一 |唱草細b吋後|色調欝壁土 |の 底部がつく ナデ はナデ指平圧滑痕仕上 は意 干む
げ。 半lと あ や
り。

I脚付鉢厚張?、 口径26 ・9側、あ口縁部胴 ¥日縁部ヨコナデ、 胸部外面 ¥色調黄褐若軟色干質、含胎む土焼 ¥
集石 6 は肥 し上端は水平で る。 は研、ナデ後内面、ヨコ方デ向のへ 成砂粒を

部は らない。 ラ磨、 はナ ? やや

130 ノノ
戸峨一上「くげJ …:部口は径張20怖ら4cm ，Dはつ i口開ヨコナデ 一 I一l乙輝石 色石質胎粒土を
まみ 表。胴 ない。 含みやや軟長 。

131 11 

戸 縁一逆字部状…外反復元ー ド後ロ面ーへとラ研内面磨全。ヨ コ ナ デ 打 開 色 成 土ロ は L* tA iと する。 体は、与 の の石砂、粒長含石む、焼成ど

は堅徽

132 A-1 
弔辞FE 襲rc 娘から復元 仁 附 デ 、 官リ制高は書寵は自民級塗塁、り手怯集石11 口 す。 めタテ方デ仕向のし、ハケ内 護法

平滑ナ上 口縁

み丹

133 ノノ
|由直角線帯的土器の口縁部縁下哨 I一部帯内付外近面まー 土色む輝調堅石赤粒黄褐な色ど、を含胎 I は にのびる。口 位にデ、頚 ナデ
三突をつける。

134 B-2 
|胴 抑制テケ日望書協 |集石12 面はタテ方向のへラ 石軟 む、やや

135 B-2 復脚付鉢、の名形口土縁残器部を?の口縁逆、 小L 片で ロ縁整部ヨコナデ、他はナデ
口縁~土円粒昔輝を石話含事柱むiま第 2土器群 元 は内傾し 字形 7凋 丹色塗り 褐

口縁 みる。 、細胎 な
どの 、

|焼成は堅徴。

136 ノノ
査%士 器、口部服I径短j部と14.0 成半「c〈a:前ピj、炉のの戚高字円さ 問仏軍5if 欝喜劇 17外13 反Jr。L ロ日縁 警底く に

2個を二縁対底下。部平部 孔後 上半げナデ、下半ナデ 、 は堅

の穿孔、 は 上 級

〆ノ
「底形部土は町平底であ一る。や張りI内外面ともにナデ i器製iFl

138 ||| B-2 ||| 高す杯。杯形部十器は、 口縁深は鋤先状を呈||| 口縁部ヨコナデ、 他は内外 I色は調7黄mが褐大お色の勝、む、胎粒ね土良も
第 l土器群 ややめである o 面ナデ。 含好むおお

。やや軟質

ノノ
|前首古量帆枇状 |口盤面のーヂ他 |宇野法務 |の平 、杯は深なる。 は へラ研磨。 ではあるが雲母

含む、堅綴

|向車口径26.4 輔さ |日常品コナ刊「色 | 〆ノ
20.6cm 開はlζ 平焼く坦成。な 口 面 内面はていねい 調茶好褐色成、胎土 17 
縁蜘 胴 後の穿孔。 なへラミガキ、白柱部内面は良、焼は堅

訟は シポリ、他はナデ 級

1/ 

宮口蛍君。事子端伎は音平部で底量張を昼百間3 7 % 品 口融ヨコナデ、字外商事ヘ部上ラ研半内外磨~ 色調茶粒色 胎む土は
18 

35.8 はラッノftJe lと 面下半面はナデ胸部 長石む を含がお
広胴がる ま半み上lζ げる。部は 下 穿孔あ はていねい おね良好、焼成
り。底 内は丁寧なナ は堅徹
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番号 |出土位置 l 形 態 手 法 |胎土・色調 |図版

142 B-2 
壷上で面形端土部に器円は方形口縁形浮、鋤先厚状す口る縁。

口縁外面はヨコナデ他は不明

盟関|集石14
文lと肥をつける。

143 〆/ 脚台付鉢縁形部土器断面?小逆片で状あ ロ縁部はヨコナデ他はナデ
重主口縁、合り輝外、む面色石、調下柱や菟なやに外倍軟どる。口は L 字

をなす。

144 B-2 I高縁端時部部は平端坦気、1味4主であ口縁りでlコ 口縁部上面はへラ研磨、他はナ 口り縁色上調面黄褐は丹色塗、
集石14 は尖り に丸状くおさ ア

含胎土みは輝石粒を
める。 良好、堅綴

145 ノ〆 l町縁なす部、は平杯土器 鋤口径先31α 口 1縁部内面ヨゴナデ 上醐~ I 色官「
な 、 坦部なはやや状深口い縁。を

部にかけては、ナデ後にへラ研 焼胎を土含成むは 好など
磨、内面も同様 は 、

ソ々

|盛器fir- 鋤 | 内外共固とヨナコデ

|鶏 群|
先円 部を で上面に

147 C-2 
|震 許諾部品詞lp ナデ後ヨコ方嗣叶草野島 |集石 8周辺

集石 9
るやかに し端はわ口縁部ヨコナデ、胴部 荒い 土は 含みlp土器ロ簸白書部は | 外面 |色調高野胎 |

ずかにつまみ上げる。 ハケ、内面ヨコナデ 良好、焼成堅級

149 B-3 l下縁角城部のタイプの郡土び器断面口 I上デ口半一、胴ガ部ヨ外コ面ハ一はケタ下テ半ハはケでヨ。ヨコナ
色調黄褐色、胎

集石22 は直線突帯的にの 三 内面は 土は輝石を含み
刻目 を配す。 コナデ 良好、焼成堅綴

ノノ
[議く形若 土干器上げ底底気部味底部は厚 I上半は縦方ア伽ケ、底部付近 I曙良好署焼長成竪虫である。 はヨコナ 。内面ナデ 、 徹

151 B-2 表採 旬縁部部形$土 器、口径字げず16.0 側、ロ 口縁部はヨコナデ、胴部上半外 色調黄褐色、ス
は「く上」 状を呈し端胴 面は細いタテハケ方部、中向 はヨコ ス付着長良、石胎好土ははつまみ ている。 ハケ、下半面は斜め のハケで 輝石、 など

は余り張ら長胴 ある。内は、頚 2cm 下より を含み 、焼
ヘラケズリ 成は堅徹

縁角は直線突的にのびこ の三
刻白 帯をめぐら 。

外 帯近までヨコ I色調明輝含茶褐石む雲粒
ナデ、 通はタテハケ内面は荒 長胎土石好をは が
いヨコハケの後ナデ 良 、 堅 徴

l二直一開日縁形部を頚外部は一一磨 i-土 粒色を含胎ま
18 

垂 IC 立ち、口 は 方
のく胴部は球 呈す ず精は砂良、 堅綴

154 B-2 li著書割譲(口 縁叫ヨ市輔荒 可同|集石 7 に地櫛 いハケ目、 面ハケ ナデ。 長石などの細
粒を多混、堅

155 B-2 部 土語口縁皇、口重15.5 員整仁縁縁内軍面部上主外面はヨコナデ 色調鵡色、船
集石13 側、口部はかく 文「くをJ I ~;m~*~胴にかけてはノ、ヶ 土は 3-5mm 大

高を呈し、伊波状 他す、語部か肩はだら はヨコハケはナデ調の長石焼成粒が目立
かに連 つ、堅微

156 表採

安麗部妻部家形形施は6吉ζ区下半土をすは器方呈著ゆ。書へ竹、する口径15 外7調。 D

口縁部ヨコナデ 面頚部~胴部外
色土調は大茶み褐粒色焼の砂成、胎粒やかに 反胴部しと端胴は 面竹部はへラ研磨。内 はナデ。肩裁たれる。

口縁端面 の水平木平行線にそって、半押 を合 、 は

管によって文様 管あの 口による水滴状の 引 堅綴

耳ι きり

157 表採
壷鋤形先土状器で縁X田端上ロを面縁認外入面部はれK 下、花る2 口縁へ部垂れは

口縁部は荒ヨコナデ、他はヨコナデ
色調輝良黄褐石好色 胎

る。口 方個一対の 内面 いハケ 土軟合は 長石を

状円形l乙浮刻 「ハ」 字
み 、やや
質
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番号 |出土位置 ! 形 態 手 法 |胎土 ・色調 |図版

158 C-2 小型壷胴.2 形C部m土、は器、口径10.7cm 、高開 口縁部外面ヨコナ研デ磨、その他
色調輝赤みあ良褐石る色 石除

18 
第 5土器群 さ 9 口縁は朝顔状lζ はハケ自の後ヘラ 。内面 土は ・長

く。 はり、底部は上げ ナデ。 を含 好、堅
底気味の平底。 散で 。

15 守 1/ 

無頚壷形土器縁張、口とり径胴、6.0ω 、境高は izlm ねし吋雪 | 選 E福 島 胎さ14.6cm 口 部の はナデ、口縁と胴 つ 合、 焼
ない。胴部は 底部はい 自にシポリ痕
びつな平底。 鍛

160 〆〆 下城タイプの童話形土器、部口径は 口縁帯デ下部内外ら面はともにヨコナデ色醐1ま調砂茶位竪色綴を含、胎む土 18 14.6c 郡高さ 13.0cmo 口縁 突 か ハケ調整。内面

直線的iとの夏ぴ特端草区部はつまみ上
ナ

気げる。口縁角 iと垂れ下がり
味の三 をつけ口縁

-突帯lζ 同 刻目を付す

〆ノ
費形反土器胴、 口縁部「く底J 字部丸lζI ロ縁後部ヨコナ下研デ磨半、胴、は部上半内は

土色含調にむ砂黄。茶焼粒色成を、多堅胎綴く 1i | 18 は丸く張り、 ハケ ナデ、 ナデ。
底である。 面中位はへラ 他はナデ

|一部半底はiと部平焼底成酬。後のは穿長孔胴
鋼部上半半外面はタテ方向内のハ

含長黄石褐む色砂粒焼、胎成を土多はく
〆〆

で 、下あ ケ目下はヘラ研磨、 面は
り。底 ナデ。 堅徹

163 〆/ |広 口壷形土器は胴部世持ム欠損、ロ縁部はヨコナデ、頚部は 4
色調黄褐粒焼色成を若、堅干胎綴口縁部はラヴパ状』と がち端 富磨ケ所i乙陥文状のヘラナデ、腕喜土は砂

は部つり下まは半平み上げる。胴部は肩が はていねいなへラ研磨。 含む。
底張 lと焼成後の穿孔あり。 なで、り下半は一部lとへラ

底。 I 痕あ 。

ノノ 脚台部片、上脚半部は短かく直台線形 外面はハケ。接合部はヨコナ色調黄霊褐長色室川胎合
状的に聞く。 1ζ 小形の デ、内面はナデ 土砂 く

の透しを開ける。鉢底部は む、徹
粘土充填法である。

λY 脚台合付部鉢は脚断部と考えられる。 外面突帯付近はヨコナデ他は

色調FEE 18 
接 面三角の突帯を 3 ヘラミガキ、内面はナデ。 土は
条めぐらす。脚部は、ラッパ -輝など
状lζ 開き、長い台形状の透し むが好。
を開ける。 竪綴

q
d 

F

、d
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番号 |出土位 置 | 形 肯E 手 法 胎土・色調 |図版

166 表G 地採点 器台部形土器、 口径状21.5cm 、外状受反lζ 受外け面部口縁はヨコナデ、部他内 |色石む調英、 黄砂焼茶成粒色をは、多胎く土
けは「部く」字に鋭く のはハケ調整。受 合
する。筒む はエンタジス 面はハケ、脚柱部はナデ。 竪綴
ふくら 。上半に焼成前の円
孔が見られる。

167 /f 

器台部形はり土細に器の基考中位部え、径21.0cm 、 磨外ナ面デきは、 へラ研磨風lζ ナデ 色調黄粒含石茶む色砂、粒胎土を
筒広個 いと られ急lと裾 ?。内面はハケのあと に英

が なる に円孔を四 ナ磨き 多大く 、焼成は
配す。 堅級

168 λF 

草特主主主喜劇部、思語柱再iま章上 脚柱部裾外部面部はは細かいタテハ 時間ちは、j ケ目柱、 はヘラ研他磨は。内
広互がる。脚、柱裾 上半けl乙 面脚 ジボリ ナデ 英堅紋を む、

に円孔を 8 関る。

169 〆/
下高杯半形lと土上下器交脚部互、に円6孔個が聞筒部け 脚柱部部内~裾荒部外面はハケ目

色に調大含黄粒む褐の、石色焼英成、砂胎土粒裾部 面デは いハケ、脚り柱
る。 はナ でシボリ痕あ を は竪

級

170 表G 地採点 器突磁形帯』はζ沈17 線0のと上をほ下めぼ凶ぐ同らじしC、屈劃状j曲の目部を
外面は器、面内が荒れ裾ているた

色iC 調大む黄粒褐焼の色石成英、粒胎土を
18 

め不明 面裾は端部は極
170-1 7点6は そ下 半 細ちのハケ、 部はハケ自の 合 。 堅級
同一地 管刺突文を二段配す ナデ

/f 

器台d屈。きF外形ぷ曲く土部湾飽く器の裾部市?りを観、はめ裾外部ぐ端方はや

18 
や らみにな へ はヨコナデの後ナデミ iC 大む

すの には脚突端端帯部 へら
? 合 は堅綴

大油げ 湾関裾半状す部内き、施部K ると はつまみ上る。 を四個屈
部は、 竹直円線孔管もによる刺け突

文を逆C 状円孔lとっ て
いる。屈 に を四つ
つける。

172 /f 受け部外胴面部は不明、内面あは 色調英黄焼茶色 胎を土 18 
ナデ。 はノ、ケ目でる は石の大粒含

み、 成堅級

173 /f 172 の器台の脚部げくになる。裾 面端部とはヨコナデ、他は内外 1172 にと同じ
は直強線く的に大き 聞き上端部 もにハケ後ナデ。 I
を つまみ上る。

174 /f 

霊童形土器気、口縁味口径部10.6c 問す、高る底さ 口縁部ヨコナデ、胸部外面
色調含は輝淡む石黄、焼茶、石色成英、胎粒

18 
15.4cm 底、 平は底直立 はハケ、内面はへラケズリ
部は尖 の 土を は堅

徽

175 /〆

奇るで襲底。端章部者部は平認は底丸気歯い晴車。胴の高丸部三底はL球。写形
外面は全内面面へラ研磨、内面 色調芙黄む茶な色、 砂胎土 18 
ナデ、 底部lζ シボリ痕 は石メ同色、 どの 粒
あり を 。焼成は堅

t致

176 /f 

線長高顎現形土器部形口縁で口は径部若、底干は8長外部8c 溜 他内口縁面外部商は不はは、ヨコナデ その 色調英黄、茶焼砂色成粒、 胎多土
18 

さ28.9cm 端球、 く直す ハケの後ナデ磨き は石む をく
的にのび 反 明。 含 は堅徹

る。胴部は は小
円形突出底



3 祭杷遺 物

出土位置は G 地点で、 l区および 2 区の調査区の北約36m である。不用意な発掘であったため、

遺構の状態あるいは出土状況についての詳細は残念ながら不明である。工事者によると現地表約

60cm ほどのところからま とまって出土したらしく、指摘する位置の砂層断面に幅20cm ほどのやや黒

色を呈する楕円形の部分が認められた。とくに埋置するための施設をつくったり、容器に入れるな

どとし、うことはしなかっ 7こらしし、。

出土した遺物は手づくね土器を含めて形態上 5種類におよぶが、祭砲の性格や時期を明確に示す

遺物に之しい。遺物は次のとおりである。

①人形 ( 1 - 5 ) 

7個分ある。このうちほぼ全形のわかるものは 3個で、全長 4.5-6cm の手づくねである。胴部

に頭 ・手・ 足とみられる突起をつまみ出しただけのごく簡単なっくりで、目 ・口や指など細部の表

現、男女の区別はなし、。胎土はすべて砂粒を含まない粘土を使用し、黄茶色の堅い焼成である。

② 突起付円板 (6 - 9 ) 

完形品がないため全形が不明であるが、不整形の円板の周囲から 5-6 の突起をつまみ出し、そ

の突起を同じ側に屈曲させている。突起を屈曲させた側と反対の円板面には無雑作に箆描した格子

目がある。人形同様、突起部やその他の部分にさらに細かい表現をした様子はない。胎土・色調・

rJ~成とも人形と変わるところはない。破片を含め 4 個分がある。

@ 円板 00-14)

断面凸レンズ状にふくらむ円板で、 直径 5-6.5cm をはかる。表面に箆描きの格子百を施すが、

片面のみ行うものと、両面に行うものとの 2種類がある。出土数は前者が 2個、後者が 4 個 分 あ

る。箆描き格子自の数や形についてとくに規画性は認められないが、 14・函のみ施すものの方が線が

太く 、両面格子の線は制いことから両者の区別は意識されていたものとみられる。胎土 ・色調・焼

成は人形と同じである。

④ 土製玉 (1 5) 

直径 2 cm ほどの玉で表面は凹凸がある。1. 5 ))I Jn ほどの貫通孔がある。出土数は 1個である。

⑤ 手づくね土器 (6) 

いずれも破片であるが小形の粗製土器が 2個ある。 16 は平底iζ 外傾する短かい直線的な体部をも

つもので胎土に大粒の砂粒を含んでいる。焼成は堅。他の 1つは図示できなかったが、ほぼ同じ程

度の大きさをもち丸底で内湾気味の休部をもっ。胎土・色調・焼成等は人形などる酷似している。

以上の造物のうち①、④、⑤についてはそれぞれ何を模したものか容易に察しがつくが、②およ

び③については類例に之しくにわかには決定し難い。③iζ 類似した資料としては福岡県朝倉郡八並

出土資料があるが、そこでは銅鏡を模したものとしている。銅鏡の土製模造品は一般に釦を表出す

る場合が多く、本例のように片面あるいは両面を格子呂状に刻むのは稀である。また、もし③が銅

銭を模したものとすれば②は鈴鏡を模したものと考えることもできょうが、突出部を屈曲させてい

る点疑問も残る。
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E まとめ

前述のように浜遺跡は海岸砂丘上に営まれた埋葬遺構とそれに付随した多数の供献土器群を中心

とする遺跡である。これらの遺構は、土器群の示す年代観から弥生中期から古墳前期までのきわめ

て長期間にわたるもので、埋葬形態も土旗・ 壷棺・石棺とバラエティに富んでいる。しかし、これ

ら三種類の埋葬形態が各時期に混在してつくられたものではなく、大まかには時期的変遷をたどり

得る。すなわち 後述するように出土した供献土器による限り調査区の各遺構の年代は I-IV 期に

大別することが可能である。そして、土墳墓は一応各時期を通じて営まれたとみられるものの、 E

期には壷棺が、 IV 期には石棺が登場する。これらのうちとくに石棺群の配置は明らかに海岸線から

後退する位置を占めており、この傾向はすでに壷棺の配置からも看取される。このことは直接的に

は埋葬施設の採用とその大形化にともない前代墓との重複ないしは破壊を避ける目的で行なわれた

とみる乙とができょうが、その乙と自体集団内部における階層的分化を反映するものであろう。と

りわけ、 1号-3 号石棺については 2号・ 3号石棺閣の集石遺構を含めて相互に密接な関係がある

とみられ、これらの被葬者は小集団内部の指導的立場にある人物とみられよう。

また、遺構解説のなかで集石あるいは列石としたものの多くは土壌上面の覆い石ないしは埋葬位

置の表示として理解した。今回の調査で集石下の土墳墓を確認したものはないが壷棺・石棺などに

みられることから砂丘という立地条件とも合わせて、埋葬した遺骸の直接的保護施設をもたない土

壌の場合にはとくに上面保護の必要性があろう。使用された大量の礁は大在付近にはなく、佐賀関

半島突端周辺に産する石英ないしは片岩系統の円牒である。この種の円礁は約 4 Kmほど西に所在す

る飛山横穴群( 6世紀後半)においても床面の敷石として用いられており、なめらかな表面で白い

光沢をもっこれらの石のもつ清浄感を愛好したものとみられる。

つぎに浜遺跡出土の多量の土器については、東九州の海岸部の土器の様相を知る好資料で今回の

報告の中心部分をなすが、それが埋葬遺跡にともなう供献土器であるという点で、住居跡出土資料

とそのまま対比する乙とはやや問題があろうが、ごく大まかに四期に分類した。この場合あくまで

あいまいな資料をさけ、かっ出土した土器群を単位として時期設定をする立場をとり、これに形態

¥ ¥i 土器群 主要土器 土器の主な特徴

i 区第 l土器群 21 、22
i- 山一周する下城タイ均形

土器脚台付鉢形土器

2区第 l土器群 138 、139 、140 、141 須玖式土器

E 
2区第11 土器群 113 、114 、115 脚台付壷土器

2区第12 土器群 93 

2区第22 土器群 96 

l区第 7土器群 54 、55 、58 、59 、60 杯直安立部国立寺すち上プりが長くて外縁反査しつつ大きく開部く高高杯く、
班 61 、62 、64 タイ の二重口 形土器は口縁が

る。
l区第 4土器群 40 、41 、42 、43 、44

l区第 l土器群 I 1~ 、 9、10 、11 、12 I 茶杯白部が山古直墳線タイ立プのち二上土重器る高口の杯縁組壷、合球形せ形土。胴器部、鼓の形整器形台土、
13 、14 、16 、17 器のセット的に在に地系 | 



的特徴からほぼ時期を明確にする乙とのできる若干の資料を加えた。

工期はほぼ中期の前半lと相当するもので、下城タイプの壷形土器の形態を明らかにできた。この

時期の半裁竹管文を多用する施文法は武蔵町熊尾遺跡においでほぼ単純資料を得ているが壷形土器

の形態はやや肩部の張るものが多く、口頭部も短かく外反する特徴をもっている。また、乙の時期

に脚台付鉢形土器が出現する乙とは注目される。 48 、49 もこの時期に含まれるものであろう。

E 期はほぼ中期のヰ1 - 後半に相当するもので、一部後期初頭のものを含む。土器の主体は北部九

州系の土器が中心を占めるが、後半には東瀬戸内各地域の土器の影響が顕著に認められる。このこ

とは、とくにこの時期に浜遺跡に各地の土器の影響が入ってきたというよりむしろ、東瀬戸内地域

の文化の底を流れる共通性としてみるべきであろう。 51 、70 、90 、 91 、 75 、 76 、72 などがその一

群としてあげられるが頚部付近から肩部にかけて多くの突帯をつけ、円形あるいは棒状小浮文を施

す鋤先状口縁壷形土器は大野川上中流地域で後期前~中頃にかけて盛行する典型的な壷形土器の祖

形となったものとして注目される。このタイプの土器は国東町安国寺遺跡、武蔵町内田遺跡などで

も出土している。

班期は大分市守岡遺跡の 19 号住居跡出土資料を標識とする守岡E 式にほぼ相当するものと考えて

いる。守岡E 式は在地系土器と庄内式(新)の特徴を有する整形土器・吉備地方の酒津系とみられ

る二重口縁壷形土器が共伴することから一応布留式に先行する時期設定が行なわれている。これに

相当する土器群を l区第 7土器群および l区第 4土器群・ G 地点出土土器群と考えている。またや

や新しい様相を示す一群として段血状の杯部を有する高杯(1 22) と聾形土器(1 24)のセ 7 トもこれ

に属しよう。

IV 期は l区 3号石棺周辺出土の土器群である。茶臼山古墳タイプの二重口縁壷形土器との共伴資

料である。いわゆる安国寺タイプの二重口縁壷形土器も大きな形態変化することなしにこの時期ま

で残るものとみとめられる。口縁部の梯描波状文はすでになく頭部境目の三角突帯もきわめて形骸

化しているが、口縁部の立ち上りは高く端部のっくりはシャープである。 8 および 9はやや古相を

残しているものの全体として在地系土器との組合わせは守岡E 式との連関からも納得のいく一括資

料であり、今後乙の地域の標識となり得るものである。

以上出土土器の時期変遷を大まかに述たが、 E 期と E 期の聞に位置すべき後期の資料がきわめて

希薄な ζ とが注意される。それが調査地点の選定の問題によるものなのか、あるいはこの地域に特

有の問題を内包するものなのか現在の時点では速断することはできない。今後の課題として残した

い。ところで、今回の考古学的調査の結果から直接的に浜遺跡に墓地を営んだ人々、なかんずく

「アマベ」との関連について多くを語る資料はない。彼らが海洋での活発な活動を示す証として、

各地の土器文化の影響があるというならばそれは武蔵町の内田遺跡や熊尾遺跡また国東町安国寺遺

跡についてもいえることで、むしろ海岸地帯にある遺跡に通有の現象とみられないこともない。こ

の地域の人々を考古学的に「アマべ」として特徴づける資料としてはやはり築山古墳、亀i家古墳、

臼探古墳といった大形前方後円墳をおいてはなく、従ってその成立の背景が錠となるだろう;
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